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パワートレイン用 ECUに活用するため、
SCALEXIOと PHSシステムをテスト工場
で統合
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Renault社では、ルーマニアに新しいテスト工場を設立しました。これにより、パワー
トレイン用制御ユニットの開発および妥当性確認を行う際に高スループットでテス
トを実行できるようになりました。工場に設置されたSCALEXIOとPHSシステムは、
同一のワークフローのため、ECUのテストの際、両システムを柔軟に使用すること
ができます。このような環境は、特別に開発した管理システムと dSPACEツールに
基づく、新たに導入されたツールチェーンにより整備されました。 
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車両のラインナップが多様化する
と、パワートレインのバリアント
数は増加します。このような場

合、モーターをサポートするモデルか否
かにかかわらず、モーターとギアの多彩な
組み合わせが必要になります。また、近年
ではハイブリッドドライブのほかにも、さ
まざまなバッテリ式電気システムが開発
されています。そのため、Renault社など
の自動車メーカーでは、パワートレイン用
ECUの開発および妥当性確認の領域で
開発データやテストデータの効率的な管
理といった、さらに多くの課題に直面して
います。こうした時に目指すべきことは、ソ
フトウェアにシンプルな変更を施すだけで
ECUバリアントのシミュレートをできるよ
うにすることです。現状では、車両タイプ、
エンジンサイズ、トランスミッションタイプ、
およびエンジンコンセプトに応じて、アプ

リケーションごとに ECUソフトウェアを調
整する必要があり、ありとあらゆる組み合
わせをテスト・妥当性の検証をしなくては
ならないため、開発者の作業負荷は膨大
なものになります。さらに、車載制御ユニッ
トや先進運転支援システム（ADAS）など
の新しい車両機能の相互接続性が増大し
ているため、テストがかつてないほど複雑
化し、妥当性確認プロセスの要件がます
ます厳しくなっています。

開発環境の効率化
Renault社では最近、将来の要件にも対
応し高品質で、さらにはすばやく市場に投
入できる製品を継続的に提供できるよう
にするため、パワートレインの開発および
テストプロセスの最適化を図ることを決断
しました。とはいえ極めて複雑なテストを
シンプルかつ効率的であるよう維持した

いとなると、制御ユニットの妥当性確認
のために十分な数のテストシステムを設
置しなければならないということになり
ます。

HILテストの自動化により対応
バリアントが膨大な数に及ぶ場合、高ス
ループットでテストを実行できるテストシ
ステムが必要となります。長期的に見て
Renault社がこれを実現するには、HIL
（Hardware-in-the-Loop）テストを設
計し直し、高度な自動化を達成するしか
ないことはすぐに明らかになりました。ま
た、少数のテストシステムだけではテスト
の再設計や高度な自動化にはまったく不
十分なため、ルーマニアにテスト工場を
新設することを決断しました。さらに 1つ
の提案がなされました。それは幅広いテ
スト作業を実行できるように、HILシミュ

画像提供：© Renault
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レータのプールからテストシステムが柔軟
に組み合わされ、テストタスクに応じて、
開発者が必要なテストリソースを工場の
中で簡単に予約できるようにするというも
のです。このことは、シミュレータに新たな
要件を生むことにもなりました。

多様性を実現するために必要なプロセス
と構造
各 ECUバリアントには固有のテスト環境
（つまり、基本的には HILシミュレータ、
パラメータ化されたプラントモデル、ソフ
トウェアツール、およびその他のサポー
トツール）が必要です。パワートレインの
妥当性確認に必要な環境は今や、ルーマ
ニアのテスト工場におおむね整備され、

ECUのテストにも使われています。開発
者たちにとって最も困難なタスクの 1つ
は、バリアントごとに新しい設定が必要と
なるため、各 HILシミュレータをそれぞれ
のテスト作業に間に合うように準備するこ
とです。そのうえ以前の環境は、妥当性確
認チームのメンバーが、それぞれ自身のテ
スト目的に合わせてテストシステムを予約
する状況でした。スムーズな手続きをする
には、システムの使用方法とテスト実行の
時間的順序をチームごとに正確に定義し
た明確なプロセスと構造が求められます。
多数のテスト環境を手作業で管理するこ
とはほぼ不可能です。つまり、テスト環境
を作成する各チームをサポートするために
は、必要なすべての作業ステップとリソー

お客様の事例PAGE 16

HELIUM集中管理システムでは、信号リスト、パラメータ、プラントモデルなど、ECUテストのための広範な情報を収集します。これらの情報は、さ
まざまなモデル要素によって柔軟に拡張することができます。ソフトウェアでは、情報に基づいてテスト環境を作成し、テストを実行するシミュレー
タに転送します。

スを管理しビルドプロセスを自動化するこ
とができる、より高レベルのシステムの導
入が必要でした。

HELIUM管理システム
HELIUMとは、Renault社がパワートレ
イン開発専用に設計した新しいツールの
名称です。このツールはHILをベースとし
たテストのための検証環境を自動的に作
成してくれます。HELIUMのソフトウェア
は、ワンクリックで自動ビルドプロセスを
開始できるよう、直感的なユーザインター
フェースを備えているため、開発者は自動
的に環境を準備し、それをデータベースや
レポジトリに移動することができます。ま
た、このツールをシミュレータに接続すれ

Renault社では、新しいパワートレイン用制御ユニットのテストに対応するため、13個の
SCALEXIOシステムと 21個の PHSベースのシステムを組み込んだテスト工場をルーマニアに
設立しました。これにより、同社の妥当性確認チームのメンバーは、それぞれ自身のテスト目的
に合わせてテストシステムを予約できるようになりました。

入力 結果 テスト工場管理

モデル要素を備えた
ライブラリ

HELIUM

信号リスト

ユーザインターフェース

テスト環境

dSPACE Full-Sizeシミュレータ

dSPACE SCALEXIO

プラントモデル

パラメータ

プラントモデル設計者

テスト作業
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ストシステムにおいて同一様式で自動化さ
れたテストを実行することが可能です。

高スループットを実現する信頼性の高い
テストシステム
Renault社では、新しいツールを活用し、
各種のプロセスを最適化したことにより、
パワートレイン分野の多様なバリアントを
適切に管理し、妥当性確認プロセスに課
された高度な要求に対応できるようにな
りました。ルーマニアのチームでは現在、
毎年 100以上のさまざまなテスト環境を
作成しています。この目標の達成において
は、dSPACEシステムが重要な役割を果
たしました。dSPACEシステムの優れた汎
用性とRenault社のツールチェーンへの
円滑な統合が、プロジェクト固有の要件へ
の柔軟な適合をもたらしたのです。それと
同時に、dSPACEのツールは高度に標準
化されており、それはつまりすべての ECU
バリアント一つ一つに個別のテストシステ
ムを用意する必要がないということです。
総じて、dSPACEのテストシステムはすべ
ての最適化プロセスを通じて、安全で信頼
できるということを証明しました。そしてこ
れは今日の Renault社の ECUテストに
おける高スループットの基盤でもあります。
また、テストプロセスの最適化や実行に際

ば、妥当性確認の担当エンジニアは専用
のユーザインターフェースを用いて環境を
ControlDeskに読み込ませることができ
ます。シンプルで便利なワークフローのお
かげで、テスト時間と潜在的エラーが大幅
に削減されます。

SCALEXIOおよび PHSシステムを 
組み合わせたテスト工場
ルーマニアのテスト工場では現在、34個
の dSPACE HILシミュレータが稼働し
ています。また、新しいパワートレイン用
制御ユニットのテスト向けには 13個の
SCALEXIOシステムと21個の PHSベー
スのシミュレータが利用されています。こ
れにより、Renault社では当初の計画通
り、さまざまなシステムを多様な ECUテ
スト向けに柔軟に活用できるようになって
います。主に dSPACEツールの標準化さ
れた XIL API準拠のインターフェースの
おかげで、各種のテストハードウェアやソ
フトウェアを連携させることができていま
す。インターフェースは SCALEXIOおよ
び PHSシステムで同じであり、すべてのパ
ラメータをHELIUM上で設定することが
できます。また、プラントモデルを自動作
成する際のワークフローやコンポーネント
モデルもほぼ同じであるため、すべてのテ

RENAULT社

しては、dSPACEの経験豊富なエンジニ
アが現場で直接サポートを行いました。

まとめと今後の展望
Renault社の開発チームは、新しいツー
ルチェーンを利用することにより、担当者
が変更になった場合でも開発プロセスの
効率性とHILテストの環境品質を維持で
きるようになりました。同社では、年中無
休での稼働の段階的な導入を含め、作業
の自動化と妥当性確認プロセスのさらな
る最適化を実現しようとしています。また、
dSPACEツールの新しい機能も継続的に
ツールチェーンに導入していく予定です。
さらには、日産との提携業務においても、
この新しいプロセスとツールチェーンをす
みやかに展開していくことを目標としてい
ます。 

Jean-Marie Quelin氏、Renault France社

Jean-Marie Quelin氏
パワートレイン用制御ユニットの妥当性
確認スペシャリスト、Renault France社

「 dSPACEの製品は汎用性に優れているため、当社のツールチェーンへの円滑な 
統合やプロジェクト固有の要件への柔軟な適合が可能になりました。」

Jean-Marie Quelin氏、Renault France社
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